
























2.7 nm-1 付近の鋭いピークの増大と流動相に由来すると考えられる 2.1 nm-1付近のブロードなピ
ークの減少が観察された。これらの変化は、降温によって角層細胞間脂質膜中で流動相からゲル
相への転移が誘起されることを示唆している。 
ケラチン線維と NMF の相互作用については、NMF を角層細胞から流出させることが報告されて
いる水処理を利用して実験を行った。皮膚表面を水にさらすことによって NMF を角層細胞から流
出させた後、角層細胞を採取し、電子線回折像を取得した。水処理による構造変化は小さく異な
る細胞間で回折強度プロファイルを比較することはむずかしいため、水処理したものとしないも
のそれぞれについて、角層細胞を低温にして構造変化を調べた。その結果、水処理した場合のみ
低温にしたとき 1.9 nm-1付近の鋭いピークの減少が観察された。現時点でははっきりと結論付け
ることはできないが、1.9 nm-1付近のピークがケラチン線維に由来すると考えると、NMFの流出に
よってケラチン線維の熱安定性が変化したと考えられる。 
本研究で得られた結果は、ヒト皮膚角層の電子線回折実験において、これまで解析が困難であ
った構造を調べるのに、低温処理が有効な手段であることを示しており、今後の発展が期待され
る。 
